








論理的な背景

超音波洗浄：最も重要（効果的）な要因は、音響流である
タイトル 超音波工学と応用技術 発売: 新日本鋳鍛造協会 (大阪)

著者 ベ・ア・アグラナート [ほか]共著 著者 青山忠明, 遠藤敬一訳 出版社 日ソ通信社 出版年 1991



論理的な背景

音響流の検出方法

１：超音波の基礎
（ やさしい超音波工学

―拡がる新応用の開拓 (ケイブックス)
川端昭 (著), 高橋貞行 (著), 一ノ瀬 昇 (著)

出版社: 工業調査会; 増補版 (1998/01) ）

２：非線形性の解析
（ 叩いて超音波で見る―非線形効果を利用した計測

佐藤拓宋 (著) 出版社: コロナ社 (1995/06)

ダイナミックシステムの統計的解析と制御
赤池弘次 (著), 中川東一郎 (著) 出版社: サイエンス社(1972) ）

３：弾性波動への適用
（ 「弾性波動論の基本 」 田治米鏡二 (著) 槇書店 (1994/10)

「弾性波動論 」 佐藤泰夫 (著) 岩波書店 (1978/03) ）



参考情報

複数の超音波発振制御技術 http://ultrasonic-labo.com/?p=18561

超音波システム（音圧測定解析、発振制御） http://ultrasonic-labo.com/?p=19422

超音波発振システム（１ＭＨｚ、２０ＭＨｚ） http://ultrasonic-labo.com/?p=18817

超音波の音圧測定解析システム（オシロスコープ100MHzタイプ）
http://ultrasonic-labo.com/?p=17972

超音波の音圧測定解析システム「超音波テスターＮＡ」
http://ultrasonic-labo.com/?p=16120

超音波による音響特性テスト（超音波洗浄の適性確認）

超音波システム研究所は、
対象物の表面を伝搬する超音波データの解析実績から
メガヘルツの超音波発振による、新しい表面検査技術を開発しました。

この技術を利用して、洗浄対象物の超音波伝搬特性評価を行い
効果的な、超音波洗浄機の制御・周波数・出力レベル・・・について
報告書にまとめ提案します。

詳細：http://ultrasonic-labo.com/?p=1163
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